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基礎看護学Ⅱ

関1下記の文章の下軌こついて正しいものには〇、誤っているものには×を右欄に記入しなさ叛

また、×とした文章については、誤っている部分を正しく修正しなさレ㌔

㈲汚染区味でのガウンテクニックではガウンの表を連坐にして保管する。

㊨血圧側定を行う聯時塾匡誼鱒即時と同じ高さに設寒する。

X

2．心裏時計て肇壁する際、1拍動あたり5m止短＿の速さで排気弁を開放する。

X

NZ

一却鰯与野中上過ご

＿＿2岬叫輿＿．∴∴

3・血圧測定でマンシ土ツトによる亘管の圧迫を弱めた際に、血液が血管壁に伝える拍動の音をギャロップ旨という。

メ　　　　軍日伊トっっ息●

浄血雲脚定の際にマンシェットを緩く巻くと収縮難血圧が正常よりも畳ま測定される。

メ 痛く
5・体温を腋窯で測定する際に体温計の感温部を腋寓中央た置くのは‥睦蛋動壁が走行し、その付近の皮膚温が最も高い

ためである。

○

6・体温測定を行う蓼創こ側臥位では圧反射の影響を受け、王麹の腋寓温は高く謝定される。

○

8鵬艦で軋 「般的に、欄こ沿って、示指、中指、薬指の3指を当てて測定する。

成人における1回換気量は約500血である。

みFC

9・成人で嘲勤装回／分以上に増加した状態毎週聖堂という。

／5・ノ

10・鞄堕紗ま高周波音を聞くのに適している。

（与
二威

生命維持に必要な最低のエネルギーをRMR蜘Ⅱ蛤ぬ地指扇という。

X

諷呼吸

養碑御上

雄和藩主三・底麹堅

毎・ひと。の人間が独立して蟻していくために行う、毎且繰り返される基軸な身体的酢を堕』血濾ふぜ担

という。
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